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Abstract: In order to prevent central city area decline-ization in recent years, the cases which imitate the festival of the other place are 
increasing in number. Many festivals utilized Awa Dance especially are seen in the metropolitan area. It is thought that Awa Dance 
can contribute to regional vitalization since name recognition is a high festival with high continuity. This paper considers the 
usefulness to the regional vitalization by a spread of a festival utilized Awa Dance and participating parties. 
 
１． 研究の背景と目的	
 
近年わが国では，各地の中心市街地における人口減

少や郊外への人口流出，経済活動の縮小によって衰退

化が問題視されている．さまざまな事業者，団体が地

域活性化へ向けた活動を行っているが，その活動のひ

とつ「祭り」があげられる．	
 

近年ではその土地で固有の伝統芸能や，慣習による

「祭り」だけでなく，他の地域で生まれたもの，もし

くは起源がある芸能を真似ることによって生まれる

「祭り」も見受けられ，中でも「阿波おどり」は全国

へと広がりを見せており，参加者たちは「連」という

団体を結成し，活動している［2］．また，地域を超えて

連同士が交流することにより，双方の祭りへ参加する

ケースも増え，祭りの規模も拡大している．	
 

このように阿波踊りは認知度が高く，継続すること

で地域の活力の向上にも貢献し得る祭りといえる． 
	
 本稿は徳島で発祥した伝統芸能である阿波踊りを移

入した祭りの中でも関東の 1都 3県を対象とし，それ
ぞれの祭りの変遷，地元連の数を調査し，移入された

阿波踊りの広がりと，連の動向を明らかにすることを

目的とする． 
２． 研究の手順 
(1)文献調査により，全国の阿波踊りを移入した祭りの
状況を把握する。 
(2)文献調査，ヒアリング調査により，活動している「連」
の動向を把握する． 
(3)さらに連同士の交流について整理する． 
(4)阿波踊りを活用した祭りと連の設立また，他連との
繋がりを明らかにすることを目的とする． 
３．結果 
１）阿波踊りを移入した祭り(Table1) 

	
 平成 24 年まで継続しているものは，埼玉県，千葉県，

東京都，神奈川県で 20 かある．昭和 40 年から 60 年の

間に始まったものが 20 か所中 16 か所である．	
 

２）連の数と設立年，交流団体(Table2)	
 

	
 文献調査とヒアリング調査により 115 の連（埼玉県

23 連，千葉県 5連，東京都 66 連，神奈川県 21 連）が	
 

抽出できた．また，他連との交流（技術的指導，合同

練習，合同出演等）と交流のある連も抽出した．	
 

４．考察 
	
 祭りの開催開始年とその地域の連の設立との関係を

見ると，「中村橋阿波おどり」とその地域を活動の本拠

地としている「中村橋連」のように，祭りの開催と同

時に連を設立したもの（以下「同時」），「さくら連」，

「波奴連」のように設立後に「小金井阿波おどり」の

開催が始まったもの（以降「後開催」），「新座阿波おど

り」の開催の後にその地域を活動の拠点とする（「新座

阿亀連」等）が設立されたもの（以降「前開催」）の 3
つのパターンが見られる．「同時」と「前開催」では阿

波踊りを活用した祭りを開催する際に，近郊の他地域

で活動している連を誘致して「祭り」を真似たことが

始まりと考えられ，祭りの主催者が商店街などの企業

連であるというケースがみられた．「後開催」に関して

は地域内に連が存在していたことで，祭りの「形態の

み」を移入したと考えられ，主催者が振興協会や観光

協会であるケースがみられた． 
	
 全体的には，祭りの開催から 5 年の間に地域内を活
動の拠点とする連が設立されている傾向にある． 
５．結論 
	
 祭りと連の関係から祭りの開催後に連が設立してい

く「前開催」，連の設立の後に祭りが開催される「後開

催」，祭りと連の設立が同時期である「同時」の傾向 
があることを明らかにした．また，祭りを開催後継続

することによって地域内を活動の拠点とする連が設立
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されている傾向から地域周辺住民の祭りへの参加も期

待できるだろう．今後は祭り空間にも着目し，各祭り

の形態を掴むことによってさらなる連と祭りとの関係

性を明らかにすることができ，阿波踊りを活用した祭

りの地域活性化へ向けての有用性を示すことができる

だろう． 
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Table１: The festival which utilized Awa Dance of the metropolitan area. 
［1］ 

Table２: The trend of “Ren“ of the metropolitan area.  
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